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問題と目的 ＼
普通学級(特殊学級に通級して い る場合を含む)に在籍す
る軽度の発達障害児は ､ 学習面だけで なく対人関係に困難さ
を抱えて い る場合が多い ｡ こ こ で軽度発達障害児と総称して
い る の は､ 学習障害児(以下L D児と略)､ 注意欠陥/多動
性障害児 (以下A D H D児と略)､ 高機能広汎性発達障害児
(以下高機能P D D児と略) の ことである｡ こ れら の軽度の
準達障害を持 つ子どもたち は､ その障害の本質から見て対人
関係上の問題を持ちやす い ｡
L D児 は, 全般的な知的能力 に遅れ はな い が､ 聞く こ と ･
話す こ と ･ 読む こ と ･ 書く こ と ･ 計算する こ と ･ 推論す る こ
となどの困難さを持 っ て い る(文部省,1 999)｡ こ う した困難
さのた め に､ 社会的な場面に おける適応的な行動の学習が妨
げられ る可能性が大き い(佐藤,1 998). たとえ畔聞き取る力
の弱い 子どもは , 相手の発言を聞き間違えてしまうかも知れ
ない ｡ ま た､ 文部省の L D児 の定義に は当て は まらない が､
一 般に非言語性L D児と呼ばれ る 一 群の子どもたちがお り､
空間や時間の理解に困難さを持 っ て い る｡ 非言語性LD児の
場合は ､J指示された場所 にたどり着けなか っ たり遅刻して し
ま っ たりする｡ こう した認知能力 の困難さ の故に , 日常生活
の様々な対人関係場面で失敗を経験しやす い ｡
A D H D児 はその障害の本質として ､ 不注意または多動性 一
衝動性の少なくとも どちらかの特徴を有し て い る(ア メリカ
精神医学会,1994)`. し たが っ て , 相手の表情ややりとりの
タイ ミ ン グなどの社会的な手がかりに注目できなか っ たり,
作業やひと つ の活動が完了できなか っ たり､ 順番を待て なか っ
たりする(Selikowitz,1995)｡ノ その結果､ 仲間入り に失敗し
たり､ 仲 間か ら拒否 されたり､ 大人 か ら注意 ･ 叱責を受け る
とい っ た経験が多くなっ て しまう｡
高機能 P
､
D D児 に は､ 高機能自閉性障害児とア ス ペ ル ガ ∵
障害児 が含まれ る｡ 自閉性障害児の特徴は ､ (1)社会的な交
流活動の質的障害､ (2)コ 羊 ユ ニ ケ - シ ョ ン 行動の質的障害､
(3)限定された行動 ･ 関心 ･ 活動の情動的反復の 3 つ の症状
が全て見られる ことで あり､ ア ス ペ ル ガ 一 障害児 の特徴は上
記の(1)と(3)が見られる こ とで ある(ア メリカ精神医学会,
1994)｡ 高機能P D D児 は その 知的能力 の高さ のた め に普通
学級に在籍して い る場合が多い が､ 障害の本質からい っ て他
者との交流が苦手であり､ 発達の初期に は感情や興味 ･ 関心
を他者と共有す る ことが できな い ｡ 児童期の後半にな っ て 心
の理論が獲得され てくるとヾ ある程度他者の感情や思考を読
みとる こ とができるよう になるが､ それま で に い じめ などの
対人的な破害経験を持っ て い ると､ 自分が被害を受けて い る
ようた誤読して しまう可能性もある(杉山,1999)0
こ れら の軽度発達障害児に対して､ 対人関係の困難さを緩
和するため に 小集団で の社会的スキル訓練が試みられて い る｡
しかしその多く は専門的な療育機関で行われ て い るか､ 親の
会を母体としたボラ ン テ ィ ア 団体等で行われ て い る の が現状
である. 普通学級の児童 ･ 生徒を対象とした社会的スキル訓
練は ､ 近年学校現場に お ける実践が報告されるようにな っ て
きた(藤枝 ･ 相川,200)｡ しかし こうした報告で は軽度発達
障害児がク ラ ス に在籍して い たか どうかに は言及され て い な
い ｡ 軽度発達障害児を含んだ通常学級で社会的ス キル訓練を
行う こ とは ､ ク ラス 全体の人間関係を改善するばかりでなく､
発達障害児 にと っ て も有効で あると思われる｡
そ こで本研究で は､ 一 般の教員を対象とした発達障害児の
認識､ および社会的 ス キル訓練の可能性に つ い て の調査を行
う｡` ただ し､ L D児 に関する研修会で調査を実施したため ､
質問紙で は L D児 に つ い 七和 っ て い る かどうかを中心 に尋ね
た｡ そして ､ L D児 およびそ の周辺的な児童 ･ 生徒を含めた
社今的スキル訓練を学校現場で実施するとすれば, どの よう
な場 ･ 時間 に実施可能 であ る か を検討す る｡ 特 に , 小学校と
中学校で はク ラ ス 担任のあり方や授業形態が異な るた め､ そ
れぞれに合 っ た場と時間を設定す る必要があ る｡ そ こ で ､ 2







ある｡ 特殊学級を含め た小学校教員の平均勤務年数は1 7. 2
年､ 中学校教員の平均勤務年数は1 4. 2年で あ る ｡ なお ､
L D児お よびその周辺的な発達障害児の指導経験があ るも の
は44名中21名で あ っ た｡
手続き 富山市教育セ ン タ ー が主催する 『学習に困難を有す
る児童 ･ 生徒の理解と指導』 の研修会に お い て質問糸氏調査を
実施した｡ まず研修会に お い て ､ 第 一 著者が発達障害児 (L
D児､ A D H D児､ 高機能 P D D児) の特徴に つ い て解説し､
その後社会的ス キ ル訓練の概要を説明した｡ 引き続い て ､ 筆
者らが実施して い る社会的ス キル訓練の様子をまとめた ビデ
オ(宮城 ･ 小林,2 000)を上映し､ 訓練の効果および学校で の
実施可能性に つ い て 尋ね る質問続を配布した｡
調査内容 質問紙の 内容は 以下の通りで ある｡ 1 . L D の
概念を知 っ た時期､ 2 . その き っ か け､ 3 . L D児 お よび周
辺的な障害を持つ 子ども の指導経験の有無､ 4 . 指導経験が
ある場合に は その指導期間 ･ 社会性の問題の有無 ･ 社会性に
関する指導の有無 およびその内容､ 5 . 学校で社会的 ス キ ル
訓練を実施す る場合の時間帯､ 6 . 現在の 勤務校で の実施 の
可能性､ 7 . 実施可能性が低い場合に はその理由､ 8 . 社会
的ス キ ル訓練が実施で きる学校 ･ 学級種別 に つ い て の選択肢





(1)L D児を知 っ たき っ か け
項目1 ､ 2の集計結果をFig. 1 - 2 に示 す｡
-1 0-
Fig. 1 からわか_るよう
に ､ 学習障害児 に関する文部省の中
間報告(文部省,19 95)が公表された 5年前､ ある い は それ以
前から L D につ い て 知 っ て い た教師は1 6名(3 6. 4%)に過ぎな
か っ た｡ 大部分の教師は こ こ数年の問に L D およびその周辺
的な児童 ･ 生徒 に つ い て 知 っ た こ とに な る｡ ま たFig. 2か ら
わか るように ､ 知 っ たき っ かけは研修会や実際に学校に在籍
して い たから､ とい う回答が多か っ た｡
(2)L D児 に対する社会性の指導
項目3 の指導経験に つ い て は ､ 先に述 べ たよう に21名が指
導した経験を有して い た｡ こ の21名の指導経験をFig. 3 に示
す｡
指導中に社会性の問題が見られ ると回答した者は21名中15
名で あ っ た｡ その内容は ､ 集団行動ができな い ､ 友だちとう
まく関われない ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ 会話が成立しにく い ､
じ っ として い られな い ､ 感情をコ ン トロ ー ル で き ない ､ 引 っ
込 み 思案､ 興奮すると(思 い 通り に ならない と)暴力を振る
う､ などで あ っ た｡ 社会性の問題を報告した教師15名のうち､
それ に対して何らかの指導を行 っ たと回答した者は13名であ っ
た｡ 指導の内容は ､ (問題行動に つ い て)何度も言 い 聞か せ
る､ その 子どもが疎外されな.o ような学級経営を行う､ 教室
を出ず に我慢できたときに は み んなで は め る､ 得意な こ とを
認め て 全体の前で ほ め る､ とい っ たも の で あっ た｡ ロ ー ル プ
レイ を用 い て 望ましい行動め習得′を図 っ た り､ 社会的問題解
決法を用 い て 適切な行動を考えさせ たりみんなで話し合うと
い っ た回答は見られなか っ た｡ 実施した指導の効果 に つ い て
は ､ 指導を行 っ た13名の うち改善が見られたと回答したの は
7名(53. 8%)であ っ た｡ 改善が見られなか っ た と回答した者
が 5名､ 無記入者が1名で あ っ たo
(3) 学校に おけ る社会的 ス キル訓練の実施に つ い て
項目 5 の実施可能な時間帯に つ い て の集計結果をF ig. 4 に
示す｡
教 師 の多く が特別活動を選択 して い た｡ そ の 他 の 回答の 内
軽度発達障害児に 対す る社会的ス キル 訓練に つ い て の 調査
訳は､ ゆとりの時間(2名) ･ 教科全般(1名) ･ 放課後(l名) ･
通級で(1名)､ 体育の 時間(1名)､ 朝や帰りの会(1名)で
あ っ た｡
項目 6 (現在の勤務に お ける実施可能性) に つ い て の集計
結果をFig. 5 に示 す｡
Fig. 5からわか るよう に､ で き る
･ どちらかと い えば でき
ると回答したの は2 0名(4 5. 5%)であり､ 現在の教育現場で は
実施す る こ とが容易 で ない とい う実態 がわかる｡
こ の項目 に対して ､ どちらかとい えばできない ･ で きな い
を選んだ11名の回答者に対して は､ 実施できない 理由を自由
記述で 回答して もら っ た(複数回答). 回答甲内容は ､ 時間
的 に無理 : 4名､ 指導者不足 :2名､ 教員の理解不足 ･ 協力
体制が得られない :3名､ (子どもの問題に対して)保護者の
理解が得られない :1名であ っ た｡
社会的スキル訓練が実施 できると思われる学校種別を複数
回答で選択してもら っ た｡ そ の結果をFig･ 6 に示 す｡
Fig. 6からわかるように ､ 小学校(特殊)とい う回答が最も
多く81. 8 % の教師が選択して い た｡ 中学(特殊)･ 養護学校
(小･ ヰ) ･ 小学校(普通)を選んだ者が6割強 - 約半数で あ っ
た｡ しか し中学校の普通学級を選択した者は10名(22. 7%)に






関して両者の平均値 の違 い を比較 した ｡ 小学校教諭(m=2. 3 0,
SD=l. 1 2)､ 中学校教諭(m=3･ 54, SD-1･_
1 3)となり､ t検定を
実施したと こ ろ､ t(41)ニ-ー3. 33(p< . 01)で有意差 が得られた?
す なわち､ 小学校教諭 の 方 が社会的 ス キ ル 訓練を実施す る こ
とが可能で あると考えて い る こ とがわか る｡
次 に項目 5(実施可能と思われ る時間)に関し て ､ 1 - 5




検定 によ っ て検討した. その結
果をTab le l に示す｡ Tab le lからわかるよう に ､ 中学校教
諭は道徳と総合的な学習を利用すれば実施が可能で あ ると考





小学校 中学校 x 2値 p
道徳 4 5 3. 68 十 中学校の 方が多い
特別活動 21 8 0.1 6 n s.
総合的な学習 6 8 7･声 ** 中学校の 方が多い
生活科 3 2 0. 30 n s.
そ の 他 11 1 3. 57 十 小学校の 方が多い
十 . 05<p<. 10, * *p<. Ol
･ (d f=l)




検定 によ っ て検討した ｡ その結果を
Table 2に示す｡ Tab(1e 2からわかるよう に､ 小学校普通級 ･
痔殊級 ･ 中学校普通級に つ い て は , 実施可能性に差が見られ
なか っ た｡ 前節で述 べ たように ､ 小学校で は半数強の教員が
普通級で実施が可能だと考えて お り, は とんどの教員カ子持殊
級で は実施が可能だと考えて い る｡ そして は とんどの教員が
中学校の普通級で は実施がむずかしい と考えて い る｡ こ れ に
対して中学校教諭は､ 特殊学級や養護学校で ならば社会的ス
キ ル訓練の実施が可能だと考える人 が多い とい え る｡
Tabte2 社会的スキル訓練が実施可能だと考えられる学級









24 1 2 1.3 7
7 3 0.00
16 1 2 6. 56
15 1 0 3.04
13 1 0 4.4 9









. 05<p<. 10, * p< . 05, * *pく 01 (d f=1)
考 察
L D児やその他の発達障害児を担当した こ との ある教諭は,
子 どもたち に何らかの社会性の問題が見られ､ それに対して
何らか の指導を行 っ た経験を持 っ て い た｡ した が っ て ､ 生徒
指導や学級経営に お い て ､ 発達障害児 の 社会性を育て るため
の関わりが必要であ ると い う認識は教師が実感として抱い て
い る とい える｡ しか し､ 実際 の指導内容 に関して は ､ ク ラス
全体を対象とした社会的ス キ ル 訓練を実施した者は い なか っ
た｡
軽度の発達障害児は本質的に対人行動の習得 が苦手なため
に､ 問題行動を しな い よ う に何度も言 い 聞か せ るだけで は 効
果が上がらない こ とが多い ｡ ただ､ 本人がきちんとできた こ
とを認めたり､ ク ラ ス から阻害されな い ような学級経営を心
がけると u う方法 は大切 で ある｡ 問題行動の消去をはか るよ
りも､ より適切な行動に置き換えて い く ア プロ ー チが指導法
として は有効であ る｡ 特 に問題行動が何らか の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 機能を果たして い る場合に は必ず考慮す べ き方法 で あ
る(園山,20 00)o したが っ て , 適切 な行動を積極的に教えて
その行動が遂行されたとき に肯意的に評価すると い っ た､ 社
会的ス キ ル訓練のプ ロ グ ラ ム を積極的に教育の中に導入して
い く こ とは ､ 軽度発達障害児を含んだ学級を経営して い く上
で有効で あると考えられる｡
しかし本研究で は ､ 社会的ス キル訓練の実施 に関して小学
校教諭と中学校教諭の間に は明確な意識の違い が見られた｡
小学校教諭の多くが現在の勤務校で社会的ス キ ル訓練が実施
で き ると考えて い たの に対して ､ 中学校教諭は困難を感じて
い た｡ 困難な理由は ､ 時間や人手不足 ､ 校内で の 理解が不十
分などの理由で あ っ た｡ した が っ て ､ 学校で容易 に実施で き
る社会的ス キ ル訓練の内容を検討したり､ 訓練の場を積極的
に作 っ て い く必要があろう｡ 特に､ 社会的スキル訓練の意義
と有効性を教育現場に紹介し､ 一 般の教員が気軽に訓練を実
施で き るような研修を充実する こ とが望まれ る｡
学校の中で社会的 ス キル訓練を実施す る際に ､ 小学校教諭
は､ 道徳や特別活動以外にも､ 朝の会 ･ 帰りの会､ ふ だん の
授業中､ 体育の時間など様々 な機会をとらえて社会的ス キル
訓練が実施可能で あ ると考えてし)た｡ しか し中学校教諭は､
む しろ道徳や総合的な学習の時間を用 い て ､ 社会的 ス キ ル訓
練をきちんと教育課程の中に位置づけた方が実施可能で ある
と考えて い た｡ こ れ は学級担任制と教科担任制と い う学校の
制度上の違い に由来す るも のと考えられ る｡
な お ､ 道徳の時間の本来の目的 は社会の価値観や倫理観を
身に つ け る こ とに あるはずで あ る｡ しか し本研究の予備調査
の段階で ､ 数人 の 現職教諭から道徳教育の実態に つ い て聞き
取 りを行 っ たと こ ろ､ 実際の授業で は ､ 副読本を講読したり
教育番組を見たりす るだけとい う場合が多い ようで あ る｡ 講
読や番組視聴の後で話し合い の時間をもてればよ い 方 で ､ 学
校行事等で時間が不足した教科の指導に充て られて い る こ と
も多い と い う｡ こ う したお ざなりな道徳の授業で はなく ､ む
しろ対人関係の様々 な問題を取り上げて ､ 積極的に社会的 ス
キ ル訓練を実施する方が､ 実際に役立 つ 道徳教育にな るの で
は な い だろうか｡ したが っ て ､ 特に中学校に焦点を当てた場
合 に は､ 道徳や総合的な学習 の時間の教育目標に沿う形 で実
施 でき る社会的 ス キ ル訓練のプ ロ グラ ム を作成して い く こ と
が有効であ ると思われ る｡
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資料 本研究で用いた調査項目
1＼ あなたが ､ L D(学習障害) とい う概念を知 っ たの は ､ い つ ごろです か ｡
1 5年以上前 2k
3年 - 5年前 3 1- 2年前
4 1年未満 5 今日まで知らなか っ た
2
.
L D(学習障害) とい う概念を知っ たき っ かけは何です か｡
1 テレ ビ 2 雑誌 ･ 専門書など 3 研修
4 そのような子 ども を受け持っ た､ ま たは学校に その ような子 どもが い た
5 その他 ( )
3 . L
′
D (学習障害) 及びそ?周辺児と呼ばれ る子 どもを指導した経験が ありますか ｡
1 ある - 4 にお進み下さい
2
`
な い → 5に お進み下さ い
4
. IJ D (学習障害) 児 ･ その周辺児の 指導経験の ある方に お尋ねします .
A : 指導期間は どのく らい ですか 年 ヶ 月
B : その お子さ んに は ､ 学習上の 問題以外に ､ 社会性の 問題が見ちれま したか ｡ 見られ た場合は ､ 具体的
に お書き下さ い ｡
l 社会性の問題が見られた (具体的に お書き下さ い)
[ 〕
2 社会性の問題は見られなか っ た
C,
: Bで ､ 社会性の 問題が見られた と回答された方に お尋ねします ｡ その間題に つ い て ､ 実際に何か指導 ･
援助をざれま したか ｡
1 社会性の問題 に つ い て ､ 援助 ･ 指導をした - D にお進み下さい
2 社会性の 問題に つ い て ､ 援助 ･ 指導をしなか っ た → 5 にお進み下さ い
D : Cで ､ 社会性の 問題 に つ い て , 援助 ･ 指導をされた方は ､ どの ようなこ とをされ たか ､ 具体的に お書
き下さv)｡ また ､ その 方法で ､ 社会性の 改善は見られま したか ｡
D - I : 方痕 (
D - 2 : 上の 方法で ､ 社会性の 改善が - - 1 見られ た 2 見られ なか っ た
5
.. ソ
ー シ ャ ルス キル ･ ト レ ー ニ ン グを学校で 行うと.したら､ どの ような時間に実施が可能だと思い ますか ｡
実施可能だ と思うところ に全て ○を つ けて くださ い ｡
1 道徳の 時間 2 特別活動の 時間 3 総合的な学習の時間
`
4 生活科の 時間 5 その他 ( )
6
.
こ のよ うなソ ー シ ャ ル ス キル ･ ト レ ー ニ ン グを､ 実際に あなたは､ 現在 い る学校で で き ると思い ますか ｡
l できる と思う 2 どち らか とし)えばで きる と思う 3 どちらと_も
い えない
4 とちらか とい えばで きない と思う 5 でき ない と思う
7
.
6 で､ < どちらかと い えばで きなvゝと思う> < できな い と思う> と答えた方に お尋ね します ｡ その よう




ソナ シ ヤ ル ス キル ･ ト レ ー ニ ン グを実施で き る と思われ る とこ ろ全て に ､ ○を つ けてく ださ い ｡
l 小学校普通級 2 小学校特殊級 3 中学校普通級 4 中学校特殊級
5 養護学校小学部 6 養護学校中学部
7 その 他 - 具体的にお書きくださ い (
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